





































































































































































































































































































































































































































C h i l d
ども」及
び「保
T e a c h e r
育者」に分類し、記述内容として「状
S i t u a t i o n
況・背景」、
「心
F e e l i n g
情・思考」または「行
Act i o n
為」への分類とした。方向性に
ついては、「子
J i d o
ども中心」、「保
H o i k u s y a
育者主導」、「融
Y u g o
合的」または
「不



























































































の こ と で あ
り、融合的立
場は成立せず



























































































































































































































































































































２本目 H25.11.11　 　 H25.11. 6　 　 −　 　
３本目 H25.11.22　 　 H25.11.22　 　 H25.11.22　 　
４本目 H25.12.25　 　 H25.12.25　 　 H25.12.25　 　
５本目 −　 　 H25.12.25　 　 −　 　
６本目 −　 　 −　 　 −　 　
















１ この日は雨が降っており、室内にて遊んでいた。 C S O 子どもの状況に関する特に方向性のない記述。
２ 室内では、積み木やラキュー、お絵かきや絵本、トランプなどをして過ごす。 C S O 同上。
３ 竜司は大好きなラキューで遊んでいた。 C S O 同上。
エピソード本体
４ ラキューの机では４人の子どもたちが遊んでいた。（良太郎、愛子、優奈、竜司） C S O
子どもの状況に関する特に方向性のない記
述。
５ 一人で黙々と作っている子もいれば、二人で一緒に作っている子たちもいた。 C S O 同上。
６ そんな中、竜司は自分が作っていたものを持って、絵本を見て盛り上がっている仲間のところに来た。 C A J 子どもの意思による行動。
７ ここでは、かくれんぼの絵本を見ている保育士と子どもたちがいた。 C S O
８ 竜司は気になったようで来たようである。 C F J 子どもの行動の背景を想像する保育者の心情の記述。
９ 「見つかったん？」と絵本について話し出す竜司。 C A J 子どもの意思による行動。
10 周りの子も「ここにあったんよ」などと話していた。 C A J 同上。














13 「あっ、そうやった。」と言って C A H 保育者の行為に導かれた子どもの行為。
14 机に戻った。 C A H 同上。
15 その後だった。 O S O
16 「それ僕が作ってたんやで。」と竜司。 C A J 子どもの意思による発言。
17 「なんでよ。竜司くん、おらんかったやん。」と良太郎。 C A J 同上。
18 良太郎は竜司がもうラキューで遊ばないと思ったようで、 C F J 子どもの心情を想像する保育者の心情記述。
19 竜司が使っていたものを使っていたのである。 C S O
20 竜司は良太郎の腕をつかんで、 C A J 子どもの意思による行為。
21 「返してよ」という。 C A J 同上。



















26 「うん、言えたと思う。」と竜司。 C A H 保育者の発言に導かれた子どもの発言。















28 良太郎には、「竜司君の絵本のところで居てたけど、まだラキューしたかったんやって。 T A H
竜司の視点を代弁して良太郎に伝える保育
者としての行為。





T A H 教育的視点からの保育者の言葉かけ。
31 「わかった。そうする。」と良太郎。 C A H 保育者の教育的行為に導かれた子どもの発言。
32 「良太郎君もラキューしてて、他の子遊んでるの気になって別のところ行くときない？ T A J
良太郎の気持ちに共感する保育者の言葉か
け。
33 それで自分が使ってたのを使われてるっていうときない？」と言うと、 T A H
共感を踏まえた上での教育的視点からの保
育者の言葉かけ。





T F H 子どもの育ちへの願いに関する保育者の心情記述。
36 竜司には、腕をつかんだことをちゃんと謝るように伝えた。 T A H
子どもに対しての教育的な願いを持っての
保育者の行動、指示。
37 良太郎には、今度から声をかけてあげるように伝えた。 T A H 同上。
考察
38 竜司は自分の思いが強く、また見通しが立てにくい子である。 C S H 子どもの育ちの課題に関する記述。
39 自分がこうやっていたから、こうなったんだということになかなか気が付きにくい。 C S H 同上。
40 普段からこのようなトラブルはあり、その都度伝えてはいるが、なかなか超えられずにいる。 C S H 同上。







C S H 子どもの育ちの課題に関する記述。
43 今後、竜司には周りの子とのことや他の人のことなども目を向けられるように声をかけたり、 T F H 子どもの育ちへの願いの記述。
44 お手伝いなどを促していきたいと思う。 T F H 同上。



























１ 春子は自分の思いを伝えることが苦手である。 C S H 子どもの育ちの課題に関する記述。
２ そのため、手が出たり、「あっち行って」などの言葉を言うことが多い。 C S H 同上
。
３ 普段から行動を共にし、仲の良い靖代とも、そのせいかトラブルが多い。 C S H 同上
。
４ この日はいつもどおり、室内遊びをしてから戸外に出て遊ぶ予定であった。 C S O
エピソード本体
５ 朝のおやつを食べ、室内遊びをしていた時であった。 C S O
６ 靖代が泣きながら C A J 子どもの意思による行為。
７ 「春子ちゃんが遊んでくれやん。あっち行ってって言った」と訴えにくる。 C A J 同上
。
８ 最近、一緒に遊ぶ、遊ばないでのトラブルが多かったので、 C S O 子どもの状況に関する客観的記述
。




10 話を聞こうと春子のところへ行き、 T A J 子どもの言動の理由を尋ねようとする保育者の行為。
11 「春子ちゃんは靖代ちゃんにあっち行ってって言ったん？」と問いかけるが T A H
保育者として事実を確認しようとする
行為。




13 無言である。 C A J 答えたくないという子どもの意思による行為。
14 また、表情もなく、視線も合わない。 C A O 表情に関しては答えたくないという意思ではなく「その他」として分類。














18 今までの靖代とのトラブルのことを思い出し、ふと、 “あれ？”と感じたことがあった。 T F J
過去の子どもの様子を振り返り、子ども
の視点に立って考えようとする心情。
19 そういえば、春子が「あっち行って」というときは、常に春子は一人でいるなあ、と。 C F J 同上
。
20 今回も話を聞くために春子のところに行くが、 T A J 子どもの内的活動を探ろうとする保育者の行為。
21 他児と遊んでいる様子はなかった。 C S O

























T A J 子どもの言動の理由に共感し、さらに確認しようとする保育者の行動。
26 視線を合わせて頷く。 C A J 保育者の児童中心的な行動に導かれた子どもの行為。





















T A J 断られた靖代の気持ちも受け止め、和らげようとする保育者の行為。
31 靖代はもう気にしてない様子で「うん」と笑顔で答えていた。 C A J
32 その後は、戸外で一緒に仲良く遊んでいた。 C A J
考察
33 今までよく考えもせずに、“またか”で対応していたことをすごく反省した。 T F J
子どもの視点に立った保育者の反省的
記述。






T F J 同上。
36 また、靖代はどちらかというと、一人よりも友達と一緒にワイワイ遊びたいという様子だが、 C S J 子どもの様子を受容的に見る記述
。
37 春子は友達とも遊びたいが、一人でも遊びたいという思いを持っている。 C S J 同上
。





C S J 同上。
40 今までそれを理解しないままの対応をしてきたことを反省するとともに、 T F J
子どもの視点に立った保育者の反省的
記述。
41 今後はもっと視野を広げ、いろんな方向から子どもたちを見ていきたい。 T F J 同上
。




















































































記述が大きく（保育者 A：67.6%, 保育者 B：54.5%, 保育
者 C：56.3%）、記述内容は行為に関する記述が最も大き
い（保育者 A：55.2%, 保育者 B：60.3%, 保育者 C：51.8%）
という共通点が見られた一方で、記述の方向性について
は保育者 A は保育者主導（39.9％）が、保育者 B 及び保











− 172 − − 173 −
表６-１　保育者 A のエピソード記述の分類結果
1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 5 回目 平均 3 者平均
対　象
子　ど　も  59.3%  80.0%  68.3%  57.4%  72.9% 67.6% 59.5%
保　育　者  40.7%  18.8%  31.7%  40.4%  27.1% 31.7% 39.2%
そ　の　他   0.0%   1.3%   0.0%   2.1%   0.0%  0.7%  1.3%
計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
内　容
状況・背景  22.2%  26.3%  48.8%  29.8%  31.3% 31.7% 26.3%
心情・思考   0.0%  12.5%  17.1%  23.4%  12.5% 13.1% 18.0%
行　　　為  77.8%  61.3%  34.1%  46.8%  56.3% 55.2% 55.8%
そ　の　他   0.0%   0.0%   0.0%   0.0%   0.0%  0.0%  0.0%
計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
方向性
子ども中心  14.8%  68.8%  29.3%  23.4%  33.3% 33.9% 45.2%
保育者主導  55.6%  13.8%  41.5%  55.3%  33.3% 39.9% 34.2%
融　合　的   0.0%   1.3%   0.0%   0.0%  14.6%  3.2%  3.8%
不　適　合  14.8%   0.0%   0.0%   0.0%   0.0%  3.0%  2.0%
そ　の　他  14.8%  16.3%  29.3%  21.3%  18.8% 20.1% 14.9%
計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
表６-２　保育者 B のエピソード記述の分類結果
1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 5 回目 6 回目 7 回目 平均 3 者平均
対　象
子　ど　も  52.3%  54.2%  58.5%  43.8%  57.7%  57.3%  57.4% 59.5% 59.5%
保　育　者  45.5%  44.1%  39.6%  52.1%  42.3%  42.7%  40.4% 39.2% 39.2%
そ　の　他   2.3%   1.7%   1.9%   4.2%   0.0%   0.0%   2.1%  1.3%  1.3%
計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0％ 100.0％
内　容
状況・背景  25.0%  15.3%  20.8%  27.1%  26.9%  18.3%  29.8% 26.3% 26.3%
心情・思考  18.2%  16.9%  26.4%  14.6%  11.5%  14.6%  12.8% 18.0% 18.0%
行　　　為  56.8%  67.8%  52.8%  58.3%  61.5%  67.1%  57.4% 55.8% 55.8%
そ　の　他   0.0%   0.0%   0.0%   0.0%   0.0%   0.0%   0.0%  0.0%  0.0%
計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0％ 100.0％
方向性
子ども中心  40.9%  57.6%  50.9%  20.8%  32.7%  47.6%  53.2% 45.2% 45.2%
保育者主導  38.6%  33.9%  39.6%  47.9%  46.2%  42.7%  19.1% 34.2% 34.2%
融　合　的   2.3%   3.4%   0.0%   0.0%   0.0%   0.0%  17.0%  3.8%  3.8%
不　適　合   0.0%   0.0%   1.9%  16.7%   0.0%   0.0%   0.0%  2.0%  2.0%
そ　の　他  18.2%   5.1%   7.5%  14.6%  21.2%   9.8%  10.6% 14.9% 14.9%
計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0％ 100.0％
表６-３　保育者 C のエピソード記述の分類結果
1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 5 回目 6 回目 平均 3 者平均
対　象
子　ど　も  59.0%  50.0%  55.6%  52.4%  59.0%  61.8% 59.5% 59.5%
保　育　者  41.0%  50.0%  44.4%  47.6%  37.7%  32.4% 39.2% 39.2%
そ　の　他   0.0%   0.0%   0.0%   0.0%   3.3%   5.9%  1.3%  1.3%
計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0％
内　容
状況・背景  12.8%  10.7%  24.1%  26.2%  31.1%  38.2% 26.3% 26.3%
心情・思考  17.9%  32.1%  22.2%  35.7%  14.8%  23.5% 18.0% 18.0%
行　　　為  69.2%  57.1%  53.7%  38.1%  54.1%  38.2% 55.8% 55.8%
そ　の　他   0.0%   0.0%   0.0%   0.0%   0.0%   0.0%  0.0%  0.0%
計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0％
方向性
子ども中心  56.4%  67.9%  53.7%  64.3%  36.1%  70.6% 45.2% 45.2%
保育者主導  23.1%  14.3%  24.1%  19.0%  54.1%  11.8% 34.2% 34.2%
融　合　的   2.6%   0.0%  16.7%   2.4%   1.6%   5.9%  3.8%  3.8%
不　適　合   0.0%   0.0%   0.0%   2.4%   0.0%   0.0%  2.0%  2.0%
そ　の　他  17.9%  17.9%   5.6%  11.9%   8.2%  11.8% 14.9% 14.9%











































B 及び保育者 C に比べて有意に子どもに関する記述が多
く（p<.05）、保育者 C よりも心情内容記述が有意に少ない




























































































































































































































































































































































































































































































































A Study on Improving the Understanding of Children in the 
Nursery Setting
: Based on Episodic Recording Method
Kazunaga Aoki
Osaka University of Comprehensive Children Education Graduate School
　The studies of improving the understanding of children in the nursery setting are not many, 
though early childhood education is mainly based on the understanding of children. Therefore, to 
improve the understanding of children, 3 nursery staff were engaged in Episodic Recording Method 
and participated in conferences and questionnaire surveys. Episodic Recording Method was analyzed 
from both child-centered and systematic approach. And the questionnaire focused on the change in 
the understanding of children through the use of the Episodic Recording Method. Results show that : 
(1) the features in their description were made visible, (2) there was a relationship between the 
records and nursery management, (3) and the nursery staff’s understanding of children deepened 
through a series of practices. This study showed that using the method has a positive effect in the 
understanding of children.
Key words： understanding of children, episodic recording method, the child-centered approach, 
the systematic approach, qualitative research
